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卒業式 校長式辞より 
春の風が心地よく感じられ、心が華やぐ季節を迎えました。本日は、知多市教育委員会委員 

竹内直哉様をはじめ御来賓の皆様、多くの保護者の皆様の御臨席を賜り、第四十三回卒業式を挙行で

きますことを心より感謝申し上げます。御来賓の皆様には、卒業生に対するこれまでの御厚情に重ね

てお礼申し上げます。 

保護者の皆様、お子様の御卒業 誠におめでとうございます。深い愛情をかけ、見守ってこられた

我が子の立派な姿に、喜びもひとしおのことと御拝察いたします。入学以来、温かい御支援、御協力を

いただき厚くお礼申し上げます。 

卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。中学校の課程を修了し、卒業証書を手にした表情

には、確かな自信と誇りが感じられます。この三年間の道のりは、楽しいこと、うれしいことばかりで

はなく、苦しいこと、つらいこともいろいろあったことでしょう。それでも、自分自身と真剣に向き合

い、努力を重ね、仲間と共に力を合わせて心身共に立派に成長されました。皆さんと過ごした三年間

を振り返ると、たくさんのことが思い出されます。 

入学式では、元プロ野球選手の桑田真澄さんの言葉を借り「努力には表の努力と裏の努力がある。

裏の努力も大切にする東部中生であってください」と話したことが思い出されます。林間学校では実

行委員と参加者が一体となり熱気あふれる盛り上がりを見せてくれました。そして、修学旅行では、

スマイルズ アゲインのスローガンの下、大いに楽しみ、笑顔が溢れる最高の思い出を創り上げまし

た。部活動では真剣勝負で大会に挑みました。相手の力量が勝っていても、あきらめずに勝利を目指

す姿は、見る者の胸を熱くしてくれました。秋華祭では多くのことに挑戦しました。合唱コンクール

の響き渡る歌声、体育祭での躍動感あふれる応援演舞など、多くの人に感動を与え、東部中学校の新

たな歴史を刻んでくれたことを本当にうれしく思います。中学校での、これらの経験を糧にして、新

たなステージでも大きく羽ばたいてください。 

新たな一歩を踏み出す皆さんに改めて「利他共生」の言葉を贈ります。利他共生には、他者のために

自分を生かし、共に支え合いながら力を合わせてよりよい社会を創ってほしいという意味があります。

そして、この言葉の根底には、思いやりや信頼、感謝といった、相手への敬意が込められています。

今、周りを見渡すと、自分さえよければよいといった利己主義や様々な格差による分断、周りへの無

関心が多く目につくようになりました。でも、中学校の三年間で仲間を大切にし、様々な場面で支え

合い、力を合わせて利他共生の精神を培ってきた皆さんだからこそ、誰もが生き生きと輝ける社会を

創り上げてくれることを期待しています。 

今日から新たなステージへ一歩踏み出す皆さんの前には無限の可能性が広がっています。巣立ちゆ

く百九名の皆さんのこれからの人生に幸多かれと心からお祈りし、式辞といたします。 

 

答辞 卒業生代表の言葉を紹介します。 
窓から差し込む春の光と、心地よい緊張感。いつもは賑やかすぎる私たちの学年が、こうして凛と

した表情で並んでいるのを見ると、今日が最後の日なのだと強く実感します。今日は、この三年間で

一番の、私たちの『素直な心』を言葉にして届けたいと思います。 

校長先生をはじめ、教職員の皆様、ご来賓の皆様、そして保護者の皆様、本日は私たちのために盛大

な式典を挙行していただき、心より感謝申し上げます。 

振り返ると、これまでの日々はいつも明るい笑顔に満ちていました。休み時間になれば廊下の端か

ら端まで誰かの笑い声が響き渡り、教室には飾らない笑顔が溢れていました。どんな時でも自分の気

持ちにまっすぐで、お互いの良さを素直に認め合える。そんな、どこまでも正直な自分たちでいられ

た三年間でした。 

私たちの最大の武器は、その「素直さ」だったと思います。嬉しい時は飛び跳ねて喜び、誰かが面白

いことを言えば、学年全体が揺れるほど笑う。そんな純粋な明るさが、この学年の空気をつくってい 



ました。 

思えば私たちは、幼い頃から長い時間を共に過ごしてきました。幼馴染のような関係のまま、互い

の良いところも悪いところも知り尽くしている。だからこそ、変に格好をつけることもなく、なんで

も分かり合える、この心地よい「素直な関係」を築くことができたのだと感じています。 

私たちは様々な学校行事を通して、多くの思い出を作ってきました。秋華祭の応援演舞では、最初

は気持ちも動きも揃わず、まとまりに欠けることもありました。しかし、仲間と協力しながら練習を

重ねる中で、次第に心が一つになり、本番ではどの団も個性を生かしたすばらしいパフォーマンスを

作り上げることができました。青空の中に響く部活動の掛け声や吹奏楽の音色。秋華祭で、先生方の

サプライズに揺れた体育館。光が差し込む教室や、昇降口、階段。東部中のどの場所にも輝く思い出が

ちりばめられています。 

こうした日々を支えてくださった先生方、本当にありがとうございました。 

何度も頭を抱えさせてしまったことと思います。それでも、先生方は決して私たちを見捨てず、個

性を一つの「色」としてとらえてくださり、温かく、時には厳しく、ご指導してくださいました。先生

方の言葉は、これから先も私たちの心の支えとなるでしょう。 

後輩のみんな。もし、私たちの姿を見て「中学校生活って、あんなに楽しそうに笑っていいんだ」と

感じてくれたなら、これほど嬉しいことはありません。明日からは君たちが主役です。君たちにしか

作れない「色」で、この学び舎を鮮やかに彩ってください。 

そして、家族のみんなへ。中学生という難しい時期を理由に、そっけない態度をとってしまうこと

もありました。でも、当たり前だと思っていた毎日の支えが、どれほどの愛情に包まれていたのか、今

ようやく理解できた気がします。今日は、素直に言わせてください。「今まで育ててくれてありがと

う。これからも、温かく見守っていてください。」 

最後に、三年間を共にしたみんな。これから先、厳しい現実に直面することもあるかもしれません。

でも、そんな時は思い出してください。この学校で、腹を抱えて笑い合った日々のことを。私たちに

は、どんな困難もユーモアに変えて前を向く力があります。この学年で培った「明るく、前向きに捉え

る力」があれば、私たちはどこまでだって行けるはずです。 

私たちが過ごした三年間が、これからの人生を照らす希望の光となることを信じ、今、この学舎を

卒業します。 

最後になりましたが、お世話になったすべての方々に感謝と敬意を込め、そして、東部中学校の益

々の発展と、ここにいる皆様のご多幸をお祈りし、答辞といたします。 

 

４月の予定 ※行事予定及び下校時刻は、今後変更することがあります。 
日 曜 行 事 予 定 下校 日 曜 行 事 予 定 下校 

１ 水 春休み(～4/7)  16 木 通常授業開始 15:55 

２ 木   17 金 45分  ⑥離任式 15:10 

３ 金   18 土   

４ 土   19 日   

５ 日   20 月 ⑤全校集会 14:55 

６ 月   21 火  15:40 

７ 火   22 水  15:55 

８ 水 新任式  入学・始業式準備 11:20 23 木 ３年全国学力・学習状況調査 15:55 

９ 木 入学・始業式 1年11:10 2年11:00 3年11:20 24 金 １年部活動見学 15:40 

10 金 ④風水害避難訓練 12:20 25 土   

11 土   26 日   

12 日   27 月 午前授業（給食あり） 13:50 

13 月 給食開始 14:55 28 火  15:40 

14 火 ２年身体測定  ⑤全校集会 14:40 29 水 ㊗昭和の日  

15 水 １・３年身体測定  ⑤委員会 14:45 30 木 45分 14:35 

      最終下校時刻 17:00 ※14日(火) 16:00  


